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(57)【要約】
【課題】抽選用の乱数値を取得するための操作スイッチ
にコネクタを抜き差しするスイッチ接続部に対策を施し
、コネクタ及びスイッチ接続部に不正な手を加えること
ができないようにする。
【解決手段】スタートスイッチ５０は、フロントマスク
部１２の後面側に露出し、コネクタ７２ａを抜き差し可
能なスイッチ接続部５４を有しており、スイッチ接続部
５４に接続されたコネクタ７２ａの抜き差しができない
ようにコネクタ７２ａ及びスイッチ接続部５４を覆うス
イッチカバー８１を備え、スイッチカバー８１は、電気
配線７１を外部に取り出すための開口部８１ｂを有する
。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体の一部を構成し、前面側が開口する箱形の基体部と、
　前記筐体の他の一部を構成し、前記基体部の前面側に取り付けられ、前記基体部の開口
面を覆う開閉自在のフロントマスク部と、
　前記フロントマスク部の前面側に配置され、その操作タイミングに基づいて抽選用の乱
数値が取得される操作スイッチと、
　前記筐体内に配置された基板と、
　前記操作スイッチと前記基板とを電気的に接続させる電気配線を有するコネクタと
　を備える遊技機であって、
　前記操作スイッチは、前記フロントマスク部の後面側に露出し、前記コネクタを抜き差
し可能なスイッチ接続部を有しており、
　前記スイッチ接続部に接続された前記コネクタの抜き差しができないように前記コネク
タ及び前記スイッチ接続部を覆うスイッチカバーを備え、
　前記スイッチカバーは、前記電気配線を外部に取り出すための開口部を有する
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技機において、
　前記スイッチカバーの前記開口部を覆い、前記開口部から取り出された前記電気配線を
内部に収容するとともに前記スイッチ接続部に接続された前記コネクタと反対側の前記コ
ネクタの抜き差しを防止する配線カバーを備える
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　請求項２に記載の遊技機において、
　前記配線カバーは、前記スイッチカバーに固定される
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項４】
　請求項３に記載の遊技機において、
　前記配線カバーは、前記配線カバーを前記スイッチカバーに固定するための固定部を有
しており、
　前記固定部を覆うとともに外部からの操作によって取り外すことができないように装着
され、前記固定部を覆った部分を痕跡が残るように変形させなければ前記固定部を露出さ
せることができないように形成された固定解除阻止部材を備える
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項５】
　請求項２から請求項４までのいずれか１項に記載の遊技機において、
　前記基板は、前記フロントマスク部の後面側に位置し、前記スイッチ接続部に接続され
た前記コネクタと反対側の前記コネクタを抜き差し可能な基板接続部を有しており、
　前記フロントマスク部の後面側の前記基板の露出部分を覆う基板カバーを備え、
　前記配線カバーは、前記基板接続部に接続された前記コネクタの抜き差しができないよ
うに前記コネクタ及び前記基板接続部を覆うとともに前記基板カバーに固定される
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項６】
　請求項５に記載の遊技機において、
　前記配線カバーは、前記配線カバーを前記基板カバーに固定するための嵌合凸部を有し
ており、
　前記基板カバーは、前記嵌合凸部が嵌まり合う嵌合凹部を有する
　ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、遊技者が操作する操作スイッチと、操作スイッチと基板とを電気的に接続さ
せる電気配線を有するコネクタとを備える遊技機に係るものであり、詳しくは、抽選用の
乱数値を取得するための操作スイッチの不正行為を防止できるようにした技術に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機の一種であるスロットマシンは、前面側が開口する箱形の基体部と、基体部の前
面側に取り付けられ、基体部の開口面を覆う開閉自在のフロントマスク部と、フロントマ
スク部の前面側に配置され、遊技者が操作する各種の操作スイッチ（ベットスイッチ、ス
タートスイッチ、及びストップスイッチ）と、基体部及びフロントマスク部によって構成
される筐体内に配置された各種の基板（メイン制御基板、サブ制御基板、中央表示基板等
）とを備えている。そして、操作スイッチと基板との間は、電気配線を有するコネクタ（
ハーネス）によって電気的に接続されている。
【０００３】
　このようなスロットマシンによって遊技を行うには、最初に、遊技者がメダル投入口に
遊技用のメダルを投入するか、又はベットスイッチを操作して貯留メダルを投入する。次
に、スタートスイッチが操作（オン）されると、操作情報がハーネスを介して中央表示基
板に送信され、さらに、メイン制御基板に伝達される。すると、その操作タイミングで抽
選用の乱数値が取得されることで役の抽選が行われる。また、メイン制御基板からの指令
によって複数のリールがそれぞれ回転する。一方、遊技者が各リールに対応して設けられ
たストップスイッチを操作すれば、対応するリールの回転が停止する。そして、停止した
各リールの図柄の組合せが予め定められた何らかの当選役の図柄の組合せと一致すればそ
の役の入賞となり、それに応じてメダルの払出し等が行われる。
【０００４】
　このように、スロットマシンでは、遊技者がスタートスイッチを操作すると、その信号
がハーネスを介して中央表示基板に伝達される。そのため、ハーネスのコネクタが簡単に
引き抜けるものであれば、スタートスイッチの操作信号を不正にメイン制御基板に送信さ
れてしまう。これにより、乱数値が不正に取得され、遊技メダルが不正に払い出されるこ
ととなる。
【０００５】
　そこで、ハーネスのコネクタを操作スイッチ等に接続した後は、そのコネクタの引き抜
きを制限できるようにして不正を防止する技術が知られている。すなわち、コネクタを一
度接続すると、コネクタに形成された解除部を切断しなければ引き抜きができないコネク
タを用い、解除部が切断された場合には、解除部の切断痕を目視によって容易に判別でき
るようにすることで、コネクタの不正な引き抜きを牽制（制限）するようにした技術であ
る（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－３２５９１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上記の特許文献１に開示された技術では、操作スイッチに対する不正行為を十
分に防止できない場合がある。すなわち、特許文献１の技術は、コネクタの引き抜きを制
限できるが、遊技機の筐体内でコネクタが露出しているので、不正行為を行おうとする人
物は、解除部の切断が簡単にできてしまう。そして、解除部を切断すれば、コネクタが引
き抜ける。そのため、解除部に切断痕が残ることにより、コネクタの引き抜きを防止する
ある程度の牽制にはなっても、解除部の切断痕をものともしない不正行為を防止するには
不十分である。
【０００７】
　したがって、本発明が解決しようとする課題は、抽選用の乱数値を取得するための操作
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スイッチにコネクタを抜き差しするスイッチ接続部に対策を施し、コネクタ及びスイッチ
接続部に不正な手を加えることができないようにして、スロットマシン等の遊技機に対す
る不正行為を効果的に防止できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、以下の解決手段によって上述の課題を解決する。
　請求項１の発明は、筐体の一部を構成し、前面側が開口する箱形の基体部と、前記筐体
の他の一部を構成し、前記基体部の前面側に取り付けられ、前記基体部の開口面を覆う開
閉自在のフロントマスク部と、前記フロントマスク部の前面側に配置され、その操作タイ
ミングに基づいて抽選用の乱数値が取得される操作スイッチと、前記筐体内に配置された
基板と、前記操作スイッチと前記基板とを電気的に接続させる電気配線を有するコネクタ
とを備える遊技機であって、前記操作スイッチは、前記フロントマスク部の後面側に露出
し、前記コネクタを抜き差し可能なスイッチ接続部を有しており、前記スイッチ接続部に
接続された前記コネクタの抜き差しができないように前記コネクタ及び前記スイッチ接続
部を覆うスイッチカバーを備え、前記スイッチカバーは、前記電気配線を外部に取り出す
ための開口部を有することを特徴とする。
【０００９】
　また、請求項２の発明は、請求項１に記載の遊技機において、前記スイッチカバーの前
記開口部を覆い、前記開口部から取り出された前記電気配線を内部に収容するとともに前
記スイッチ接続部に接続された前記コネクタと反対側の前記コネクタの抜き差しを防止す
る配線カバーを備えることを特徴とする。さらにまた、請求項３の発明は、請求項２に記
載の遊技機において、前記配線カバーは、前記スイッチカバーに固定されることを特徴と
するものであり、請求項４の発明は、請求項３に記載の遊技機において、前記配線カバー
は、前記配線カバーを前記スイッチカバーに固定するための固定部を有しており、前記固
定部を覆うとともに外部からの操作によって取り外すことができないように装着され、前
記固定部を覆った部分を痕跡が残るように変形させなければ前記固定部を露出させること
ができないように形成された固定解除阻止部材を備えることを特徴とする。
【００１０】
　さらに、請求項５の発明は、請求項２から請求項４までのいずれか１項に記載の遊技機
において、前記基板は、前記フロントマスク部の後面側に位置し、前記スイッチ接続部に
接続された前記コネクタと反対側の前記コネクタを抜き差し可能な基板接続部を有してお
り、前記フロントマスク部の後面側の前記基板の露出部分を覆う基板カバーを備え、前記
配線カバーは、前記基板接続部に接続された前記コネクタの抜き差しができないように前
記コネクタ及び前記基板接続部を覆うとともに前記基板カバーに固定されることを特徴と
するものであり、請求項６の発明は、請求項５に記載の遊技機において、前記配線カバー
は、前記配線カバーを前記基板カバーに固定するための嵌合凸部を有しており、前記基板
カバーは、前記嵌合凸部が嵌まり合う嵌合凹部を有することを特徴とする。
【００１１】
　（作用）
　上記の発明において、抽選用の乱数値を取得するための操作スイッチは、コネクタを抜
き差し可能なスイッチ接続部を有している。そして、コネクタ及びスイッチ接続部は、ス
イッチ接続部に接続されたコネクタの抜き差しができないように、スイッチカバーによっ
て覆われる。すなわち、スイッチカバーにより、コネクタの抜き差しができなくなるだけ
でなく、コネクタ及びスイッチ接続部が覆われるようになる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、遊技者の操作タイミングに基づいて抽選用の乱数値が取得される操作
スイッチのスイッチ接続部や、スイッチ接続部に接続されたコネクタは、スイッチカバー
によって覆われるので、スイッチ接続部に接続されたコネクタの抜き差しができなくなる
だけでなく、コネクタ及びスイッチ接続部に不正な手を加えることが不可能となる。その
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ため、遊技機に対する不正行為（抽選のための乱数値の不正取得）を効果的に防止できる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面等を参照して、本発明の一実施形態について説明する。
　なお、以下の実施形態では、本発明の遊技機として、図柄を表示した３つのリール３１
を有するスロットマシン１０を例に挙げて説明する。
【００１４】
　図１は、本発明の遊技機に相当するスロットマシン１０を示す前面側の斜視図である。
　また、図２は、図１中、スロットマシン１０のフロントマスク部１２を開放し、基体部
１１の内部が見えるように図示した正面図である。
　図１及び図２に示すように、スロットマシン１０の筐体は、筐体の一部を構成し、前面
側が開口する箱形の基体部１１と、筐体の他の一部を構成し、基体部１１の前面側に取り
付けられたフロントマスク部１２とから構成されている。
【００１５】
　図１に示すスロットマシン１０において、フロントマスク部１２は、基体部１１の開口
面を覆うようにして、基体部１１に開閉自在に取り付けられたものである。そして、フロ
ントマスク部１２の前面側（遊技者側）の下方部には、ベットスイッチ４１、スタートス
イッチ５０（本発明における操作スイッチに相当するもの）、３つのストップスイッチ４
２、メダル投入口４３、メダル受け皿４４、及びドアキー４５が配置され、ドアキー４５
により、フロントマスク部１２の正面側から基体部１１にフロントマスク部１２を施錠で
きるようになっている。
【００１６】
　ここで、ベットスイッチ４１は、メダル投入口４３からのメダルの投入と同様に、遊技
者が貯留メダルを投入するときに操作するスイッチである。また、スタートスイッチ５０
は、図２に示す図柄変動表示装置３０の各リール３１を始動させるときに遊技者が操作す
るスイッチであり、その操作タイミングに基づいて抽選用の乱数値が取得されるスイッチ
である。さらにまた、ストップスイッチ４２は、３つのリール３１に対応して３つ設けら
れており、対応する各リール３１を個別に停止させるときに遊技者が操作するスイッチで
ある。
【００１７】
　そして、フロントマスク部１２の中央部には、透明窓１３が設けられており、この透明
窓１３から、図２に示す図柄変動表示装置３０の各リール３１が透視できるようになって
いる。また、遊技中における各種の演出が実行できるように、フロントマスク部１２の上
方部には、図１に示すように、上部ランプ２１ｂと、２つのスピーカー２２と、液晶表示
器からなる画像表示装置２３とが配置され、左右両端部にはそれぞれ、サイドランプ２１
ｃが配置されている。
【００１８】
　次に、基体部１１は、木材等を組み立てて、前面側が開口する中空箱形に構成したもの
である。そして、基体部１１の内部であって、その下方部には、図２に示すように、電源
ユニット１０１と、上面側が開口してメダルを貯留可能なホッパータンク１１０と、ホッ
パータンク１１０に貯留されたメダルを払い出すメダル払出し装置１０２とが配置されて
いる。なお、メダル払出し装置１０２は、ホッパータンク１１０の下部に一体的に設けら
れている。
【００１９】
　また、基体部１１の内部であって、ホッパータンク１１０の上方部には、リールベース
１０３が設けられており、このリールベース１０３上に、役を構成する複数種類の図柄が
外周面に表示されたリング状のリール３１が３つ並設して固定され、図柄変動表示装置３
０を構成している。すなわち、各リール３１の外周面には、複数の図柄を印刷したリール
テープ（図示せず）がそれぞれ貼り付けられており、このリールテープによって２１個の
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図柄が表示されている。そして、各リール３１の回転中心部には、ステッピングモータか
らなるリール駆動モータ（図示せず）がそれぞれ連結されており、リール駆動モータの駆
動制御によって各リール３１が個別に回転するようになっている。なお、各リール３１の
内周内側には、上下に連続する３つの図柄をそれぞれ背後から照し出す３つのバックラン
プ２１ａが取り付けられている。
【００２０】
　このような図柄変動表示装置３０における各リール３１の図柄は、上述したように、フ
ロントマスク部１２の透明窓１３から透視できる。すなわち、遊技者は、透明窓１３を通
して、個々のリール３１の上下に連続する３つの図柄（合計９個の図柄）を見ることがで
きる。そのため、本実施形態のスロットマシン１０において、各リール３１の停止時にお
ける図柄の組合せラインとなる有効ラインは、水平方向上段、中段、及び下段と、右下が
り及び右上がりの斜め方向の各ラインの合計５本となっている。
【００２１】
　また、図柄変動表示装置３０の上方部には、透明な基板ケース１０５が配置され、基板
ケース１０５内に、メイン制御基板１０４が収容されている。このメイン制御基板１０４
は、役の抽選を含む遊技の進行等の全体を統括制御する基板であり、図示はしないが、演
算等を行うＣＰＵ、遊技プログラムを記憶したＲＯＭ、遊技用等のデータを一時的に記憶
するＲＡＭ等を備えている。なお、メイン制御基板１０４は、不正を防止するため、基板
ケース１０５内に収容された後にかしめされ、封印されている。
【００２２】
　一方、フロントマスク部１２の後面側（裏面側）の上方部には、サブ制御基板１０６が
配置されている。このサブ制御基板１０６は、遊技中における演出を制御する基板であっ
て、バックランプ２１ａや、図１に示す上部ランプ２１ｂ及びサイドランプ２１ｃの点灯
又は点滅、スピーカー２２からのサウンドの出力、画像表示装置２３による画像表示等の
各種の制御を行うものであり、図示はしないが、演算等を行うＣＰＵ、演出プログラム及
び演出用のデータを記憶したＲＯＭ、各種のデータを一時的に記憶するＲＡＭ等を備えて
いる。なお、サブ制御基板１０６は、メイン制御基板１０４の下位に属する基板であり、
メイン制御基板１０４とは、ハーネス（図示せず）によって電気的に接続されている。そ
して、メイン制御基板１０４からサブ制御基板１０６に対して演出実行指令等が送信され
るようになっている。
【００２３】
　また、フロントマスク部１２の後面側の中央部には、中央表示基板６１（本発明におけ
る基板に相当するもの）が配置されている。この中央表示基板６１は、図示はしないが、
メダル貯留枚数表示ＬＥＤ、メダル投入枚数表示ＬＥＤ等が取り付けられたものであり、
スタートスイッチ５０等とメイン制御基板１０４との間を中継する基板となっている。そ
のため、スタートスイッチ５０と中央表示基板６１との間は、ハーネス７０によって電気
的に接続されている。なお、フロントマスク部１２の後面側の中央表示基板６１の露出部
分は、中央表示カバー６２（本発明における基板カバーに相当するもの）によって覆われ
ており、スタートスイッチ５０の露出部分は、後述するスイッチカバー８１（図示せず）
によって覆われる。
【００２４】
　さらにまた、フロントマスク部１２の後面側の下方部には、メダル投入口４３（図１参
照）に対応して、メダルセレクター１０７が配置されている。このメダルセレクター１０
７は、投入されたメダルが遊技状態等に応じて受付け可能であるか否かを選別する装置で
あり、メダルの受付けができない場合には、投入されたメダルは、メダル返却路１０８を
介してメダル受け皿４４（図１参照）に誘導され、返却される。逆に、受付けできる場合
には、投入されたメダルは、メダル誘導路１０９を介してホッパータンク１１０に誘導さ
れ、貯留される。
【００２５】
　このように、図１及び図２に示す本実施形態のスロットマシン１０は、ベットスイッチ
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４１、スタートスイッチ５０、及びストップスイッチ４２等の各種の操作スイッチや、メ
イン制御基板１０４、サブ制御基板１０６、及び中央表示基板６１といった各種の基板等
を備えている。そして、メイン制御基板１０４上に実装されたＣＰＵ、ＲＯＭ、及びＲＡ
Ｍ等によってメイン制御手段が構成される。また、サブ制御基板１０６上に実装されたＣ
ＰＵ、ＲＯＭ、及びＲＡＭ等によってサブ制御手段が構成される。
【００２６】
　ここで、ベットスイッチ４１、スタートスイッチ５０、及び各ストップスイッチ４２等
は、中央表示基板６１を介してメイン制御手段の入力側に接続されている。そのため、遊
技者がメダル投入口４３からメダルを投入するか、又はベットスイッチ４１を操作するこ
とによって貯留メダルを投入すれば、有効ラインが有効化される。次に、遊技者がスター
トスイッチ５０を操作すると、そのときに発生する信号が中央表示基板６１を介してメイ
ン制御手段に入力され、メイン制御手段は、この信号に基づいて、メイン制御手段の出力
側に接続されたリール駆動モータ（図示せず）を駆動し、全てのリール３１が回転するよ
うに制御する。すると、各リール３１が回転し、透明窓１３内において、各リール３１の
図柄が所定の速度で上下方向に移動表示されることとなる。
【００２７】
　また、メイン制御手段は、スタートスイッチ５０が操作されたときに役の抽選を行うが
、抽選のための乱数値は、遊技者のスタートスイッチ５０の操作タイミングで取得される
。すなわち、メイン制御手段による役の抽選は、先ず、所定の領域（例えば１０進法で０
～６５５３５）の乱数を発生させる。乱数は、例えば２００ｎ（ナノ）ｓｅｃで１カウン
トを行うカウンターが０～６５５３５の範囲を１サイクルとしてカウントし続ける乱数で
あり、スロットマシン１０の電源が投入されている間は、乱数をカウントし続ける。そし
て、発生した乱数を、遊技者によりスタートスイッチ５０がオンされた時（スタートスイ
ッチ５０の操作信号をメイン制御手段が受信した時）に抽出する。そして、抽出された乱
数値を、役抽選テーブル（図示せず）と照合することにより、その乱数値が属する領域に
対応する役を決定する。役の抽選結果の情報は、サブ制御手段に送信され、この信号を受
信したサブ制御手段は、その情報に基づいて、当選役に対応する演出を出力し、バックラ
ンプ２１ａ、上部ランプ２１ｂ、及びサイドランプ２１ｃの点灯又は点滅や、スピーカー
２２からのサウンドの出力、画像表示装置２３による画像表示等を行う。
【００２８】
　さらにまた、遊技者によってストップスイッチ４２が操作されると、そのときに発生す
る信号が中央表示基板６１を介してメイン制御手段に入力され、メイン制御手段は、リー
ル駆動モータ（図示せず）を制御して、役の抽選結果に対応するように、操作されたスト
ップスイッチ４２に対応するリール３１を停止させる。さらに、メイン制御手段は、スト
ップスイッチ４２が操作された旨の信号を受信すると、その旨の信号をサブ制御手段に送
信する。サブ制御手段は、メイン制御手段から送信された信号を受信し、受信した信号に
基づいて、役の当選の可能性を告知等する演出の出力を制御する。
【００２９】
　そして、全てのリール３１の停止時に、各リール３１における有効ライン上の図柄の組
合せが予め定められた何らかの役の図柄の組合せと一致し、その役の入賞となったとき、
その役に対応する枚数のメダルがクレジットに加算されるか、又はメダル払出し装置１０
２によってメダルが払い出されることとなる。
【００３０】
　このように、スロットマシン１０は、メイン制御手段（メイン制御基板１０４上に実装
されたＣＰＵ、ＲＯＭ、及びＲＡＭ等）によって各リール３１の回転制御、役の抽選、メ
ダルの払出し等、遊技の進行の全体が統括制御されるが、メイン制御手段による役の抽選
は、抽選用の乱数値を取得するためのスタートスイッチ５０の操作に基づいて行われる。
すなわち、遊技者がスタートスイッチ５０を操作すると、その旨の信号がハーネス７０を
通して中央表示基板６１に送信され、さらに、中央表示基板６１を介してメイン制御手段
に入力されることにより、役の抽選が行われる。
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【００３１】
　ここで、スタートスイッチ５０からハーネス７０が引き抜かれ、不正な操作情報がメイ
ン制御手段に送信されてしまうと、抽選のための乱数値が不正に取得され、遊技メダルが
不正に払い出されることとなる。そのため、ハーネス７０の不正な引き抜きを防止できる
ように、基体部１１の開口面は、開閉自在のフロントマスク部１２によって覆われ、フロ
ントマスク部１２は、ドアキー４５によって基体部１１に施錠される。
【００３２】
　しかしながら、遊技店の営業時間外に、ドリル等の工具を用いてドアキー４５が強制的
に破壊され、さらに、フロントマスク部１２が開放されてハーネス７０が不正に引き抜か
れることが懸念される。そして、このような不正行為は、遊技店の営業時間内に行われる
こともあるため、営業時間の内外にかかわらず、このような不正を防止する必要がある。
そのため、本実施形態のスロットマシン１０は、フロントマスク部１２を開けてもスター
トスイッチ５０からハーネス７０が引き抜かれないようにしている。
【００３３】
　図３は、スロットマシン１０のスタートスイッチ５０の周辺部を示す断面図である。
　また、図４は、スタートスイッチ５０を示す斜視図である。
　図３及び図４に示すように、スタートスイッチ５０は、遊技者が手で動かして操作する
レバー５１、フロントマスク部１２と固定するためのネジ部５２ａ及びフランジ部５２ｂ
が形成されたスイッチ本体５２、レバー５１の操作を検知するレバーセンサー５３、ハー
ネス７０を接続するためのスイッチ接続部５４を有している。そして、レバーセンサー５
３及びスイッチ接続部５４は、ネジ５５によってスイッチ本体５２の後面側に固定されて
いる。
【００３４】
　ここで、スタートスイッチ５０は、図３に示すように、レバー５１がフロントマスク部
１２の前面側に位置するようにして固定されている。すなわち、スイッチ本体５２のフラ
ンジ部５２ｂがフロントマスク部１２の前面側に当接しており、フロントマスク部１２の
後面側では、スイッチ本体５２のネジ部５２ａに六角ネジ９１がネジ込まれている。その
ため、フランジ部５２ｂと六角ネジ９１との間にフロントマスク部１２が挟み込まれ、レ
バー５１がフロントマスク部１２の前面側に位置するとともに、スイッチ接続部５４がフ
ロントマスク部１２の後面側に露出した状態で固定されることとなる。
【００３５】
　また、フロントマスク部１２の後面側には、中央表示基板６１が配置されている。この
中央表示基板６１は、ハーネス７０を接続するための基板接続部６３を有しており、フロ
ントマスク部１２の後面側における中央表示基板６１の露出部分は、中央表示カバー６２
によって覆われている。そのため、中央表示基板６１に対する直接的な不正行為は、中央
表示カバー６２によって防止されることとなる。
【００３６】
　このようなスタートスイッチ５０と中央表示基板６１との間は、ハーネス７０によって
電気的に接続されている。すなわち、ハーネス７０は、電気配線７１を有するコネクタ７
２ａ，７２ｂによって構成されており、コネクタ７２ａがスタートスイッチ５０のスイッ
チ接続部５４に差し込まれ、コネクタ７２ｂが中央表示基板６１の基板接続部６３に差し
込まれている。そのため、遊技者がスタートスイッチ５０のレバー５１を操作すると、レ
バーセンサー５３（図４参照）によってレバー５１の操作が検知され、その信号がスイッ
チ接続部５４、ハーネス７０（電気配線７１、コネクタ７２ａ，７２ｂ）、及び基板接続
部６３を介して中央表示基板６１に伝達される。
【００３７】
　そして、スイッチ接続部５４、ハーネス７０、及び基板接続部６３は、スイッチカバー
８１及び配線カバー８２によって覆われ、スイッチカバー８１と配線カバー８２との固定
部８２ｅは、外部からの操作によって取り外すことができないように装着されたキャップ
８３（本発明における固定解除阻止部材に相当するもの）によって覆われている。そのた
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め、スイッチカバー８１及び配線カバー８２により、スイッチ接続部５４に差し込まれた
コネクタ７２ａや、基板接続部６３に差し込まれたコネクタ７２ｂの不正な引き抜きが防
止されることとなる。
【００３８】
　図５は、スタートスイッチ５０を覆うスイッチカバー８１を示す斜視図、正面図、及び
断面図である。
　また、図６は、スイッチカバー８１と固定する配線カバー８２を示す斜視図、正面図、
及び断面図である。
　図５に示すように、スイッチカバー８１は、スタートスイッチ５０（図３参照）の挿入
口８１ａ、ハーネス７０（図３参照）を外部に取り出すための開口部８１ｂ、配線カバー
８２（図３参照）をネジ止め固定するためのネジ穴８１ｃを有している。そして、スイッ
チカバー８１の表面は、曲面で構成されているので、刃物等のガイドになる部分がなく、
刃物等で破断された場合であっても、その痕跡が残りやすい形状となっている。
【００３９】
　一方、図６に示すように、配線カバー８２は、中央表示カバー６２（図３参照）に固定
するための嵌合凸部８２ａ、スイッチカバー８１（図３参照）の端部側に重なるオーバー
ラップ部８２ｂ、キャップ８３（図３参照）の装着部８２ｃを有している。そして、装着
部８２ｃの左右両側面にキャップ８３の固定溝８２ｄが形成され、装着部８２ｃの底部が
スイッチカバー８１との固定部８２ｅとなっている。そして、配線カバー８２の表面は、
曲面で構成されているので、刃物等のガイドになる部分がなく、刃物等で破断された場合
であっても、その痕跡が残りやすい形状となっている。
【００４０】
　図５に示すスイッチカバー８１は、図３に示すように、スタートスイッチ５０のスイッ
チ本体５２に挿入される。すなわち、フロントマスク部１２の後面側に露出したスイッチ
本体５２に対し、スイッチカバー８１の挿入口８１ａ（図５参照）が挿入され、六角ネジ
９１に当接した状態となっている。そのため、スタートスイッチ５０のスイッチ接続部５
４、スイッチ接続部５４に差し込まれたハーネス７０のコネクタ７２ａがスイッチカバー
８１によって覆われることとなり、スイッチ接続部５４に接続されたコネクタ７２ａの不
正な抜き差しが防止される。そして、ハーネス７０の電気配線７１は、スイッチカバー８
１の開口部８１ｂから取り出され、コネクタ７２ａと反対側のコネクタ７２ｂが中央表示
基板６１の基板接続部６３に差し込まれている。
【００４１】
　また、図６に示す配線カバー８２は、図３に示すように、スイッチカバー８１の開口部
８１ｂを覆い、開口部８１ｂから取り出されたハーネス７０の電気配線７１を内部に収容
するようになっている。そして、配線カバー８２は、嵌合凸部８２ａを中央表示カバー６
２の嵌合凹部６２ａに嵌め込むとともに、固定部８２ｅを介して固定ネジ９２をスイッチ
カバー８１のネジ穴８１ｃにネジ込むことにより、固定されている。そのため、この配線
カバー８２により、中央表示基板６１の基板接続部６３に接続されたコネクタ７２ｂの不
正な抜き差しが防止されるとともに、電気配線７１に対する不正が防止される。
【００４２】
　このように、本実施形態のスロットマシン１０では、スタートスイッチ５０のスイッチ
接続部５４、スイッチ接続部５４に接続されたハーネス７０のコネクタ７２ａ、ハーネス
７０の電気配線７１、中央表示基板６１の基板接続部６３、基板接続部６３に接続された
ハーネス７０のコネクタ７２ｂが全て、スイッチカバー８１及び配線カバー８２によって
覆われている。その結果、ハーネス７０のコネクタ７２ａ，７２ｂの抜き差しができなく
なるだけでなく、スイッチ接続部５４、基板接続部６３、電気配線７１、及びコネクタ７
２ａ，７２ｂに対し、不正に手を加えることが不可能となる。
【００４３】
　ところで、スタートスイッチ５０のスイッチ接続部５４と中央表示基板６１の基板接続
部６３との位置関係は、スロットマシン１０によって相違することがある。そのため、ス
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タートスイッチ５０に挿入されたスイッチカバー８１と、中央表示基板６１の嵌合凹部６
２ａに嵌め込まれた配線カバー８２との位置関係も、スロットマシン１０によって相違す
ることとなる。すると、スイッチカバー８１と配線カバー８２との間に隙間ができ、その
隙間から内部に不正な手が加えられることが懸念される。
【００４４】
　しかしながら、スイッチカバー８１と配線カバー８２との位置関係にずれが生じても、
配線カバー８２のオーバーラップ部８２ｂがスイッチカバー８１の端部側に重なっている
ので、位置関係のずれは、オーバーラップ部８２ｂ内で吸収される。そのため、スタート
スイッチ５０のスイッチ接続部５４と中央表示基板６１の基板接続部６３との位置関係が
相違することがあっても、スイッチカバー８１と配線カバー８２との間に隙間ができるこ
とはない。
【００４５】
　また、固定ネジ９２が取り外されてしまうと、スイッチカバー８１から配線カバー８２
が分離し、内部に収容されている電気配線７１等が露出するが、配線カバー８２の固定部
８２ｅは、装着部８２ｃ（図６参照）に装着されたキャップ８３によって覆われているの
で、固定ネジ９２が不正に外されることはない。すなわち、キャップ８３は、配線カバー
８２の装着部８２ｃに一度装着すれば、装着部８２ｃに形成された固定溝８２ｄ（図６参
照）に嵌まり込み、固定部８２ｅを覆うとともに、外部からの操作によって取り外すこと
ができないようになる。そのため、配線カバー８２の不正な分離は、キャップ８３によっ
て防止されている。
【００４６】
　図７は、スイッチカバー８１及び配線カバー８２の取付け方法を示す斜視図である。
　また、図８は、スイッチカバー８１及び配線カバー８２が取り付けられた状態を示す斜
視図である。
　上述したように、スイッチカバー８１は、フロントマスク部１２の後面側に露出したス
タートスイッチ５０を覆うものである。そのため、最初に、スタートスイッチ５０をフロ
ントマスク部１２に固定する。
【００４７】
　スタートスイッチ５０の固定は、レバー５１がフロントマスク部１２の前面側に位置す
るようにして、スイッチ本体５２をフロントマスク部１２に挿入して行う。すなわち、図
７に示すように、フロントマスク部１２の前面側からスイッチ本体５２を矢印のように挿
入し、スイッチ本体５２のフランジ部５２ｂをフロントマスク部１２に当接させる。そし
て、フロントマスク部１２の後面側に露出したネジ部５２ａに六角ネジ９１を矢印の方向
にネジ込む。すると、フランジ部５２ｂと六角ネジ９１との間にフロントマスク部１２が
挟み込まれるので、図８に示すように、スタートスイッチ５０が固定されることとなる。
なお、図８では、フランジ部５２ｂと六角ネジ９１との間のフロントマスク部１２の図示
を省略してある。
【００４８】
　このように、スタートスイッチ５０をフロントマスク部１２に固定した後は、フロント
マスク部１２の後面側に露出しているスタートスイッチ５０のスイッチ接続部５４にハー
ネス７０を接続する。すなわち、スイッチカバー８１の開口部８１ｂにハーネス７０のコ
ネクタ７２ａを矢印のように挿入し、スイッチカバー８１の内部に電気配線７１を通した
上で、スイッチ接続部５４にコネクタ７２ａを差し込む。なお、この順とは逆に、スイッ
チ接続部５４にコネクタ７２ａを差し込んだ後、コネクタ７２ｂをスイッチカバー８１の
内部に通し、開口部８１ｂからコネクタ７２ｂ及び電気配線７１を取り出すようにしても
同じである。
【００４９】
　次に、フロントマスク部１２の後面側に露出しているスタートスイッチ５０のスイッチ
本体５２にスイッチカバー８１の挿入口８１ａ（図５参照）を矢印のように挿入し、六角
ネジ９１に当接させる。そして、スイッチカバー８１の開口部８１ｂから外部に出ている
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ハーネス７０のコネクタ７２ｂを矢印のように中央表示カバー６２の差込み口６２ｂに入
れ、基板接続部６３（図３参照）に接続する。なお、中央表示カバー６２は、キャップ６
４の装着部６２ｃを有しており、装着部６２ｃの左右両側面にキャップ６４の固定溝６２
ｄが形成されている。そのため、キャップ６４を装着部６２ｃに一度装着すれば、キャッ
プ６４の嵌合突起６４ａが固定溝６２ｄに嵌まり込み、キャップ６４の取外しができなく
なる。その結果、中央表示カバー６２の固定部（図示せず）がキャップ６４で覆われ、中
央表示カバー６２の不正な分離が防止される。
【００５０】
　このようにしてスタートスイッチ５０のスイッチ本体５２及びスイッチ接続部５４をス
イッチカバー８１で覆い、スイッチ接続部５４に接続されたハーネス７０のコネクタ７２
ａの抜き差しができないようにした後、配線カバー８２を取り付ける。すなわち、スイッ
チカバー８１の開口部８１ｂを覆い、開口部８１ｂから取り出されたハーネス７０の電気
配線７１を内部に収容するようにしつつ、配線カバー８２の嵌合凸部８２ａを中央表示カ
バー６２の嵌合凹部６２ａに嵌め込んで固定する。また、固定ネジ９２を矢印のように配
線カバー８２の装着部８２ｃに通し、配線カバー８２を矢印のようにスイッチカバー８１
に接近させ、固定ネジ９２をスイッチカバー８１のネジ穴８１ｃにネジ込むことにより、
配線カバー８２をスイッチカバー８１に固定する。
【００５１】
　最後に、配線カバー８２の装着部８２ｃにキャップ８３を装着する。すなわち、装着部
８２ｃの左右両側面には、キャップ８３の固定溝８２ｄが形成されている。一方、キャッ
プ８３の左右両側面には、固定溝８２ｄに嵌まり合う嵌合突起８３ａが形成されている。
そのため、キャップ８３を装着部８２ｃに一度装着すれば、キャップ８３の嵌合突起８３
ａが固定溝８２ｄに嵌まり込み、外部からの操作によってキャップ８３の取外しができな
くなる。その結果、固定ネジ９２の頭部、装着部８２ｃ、及び固定部８２ｅ（図３参照）
が全てキャップ８３で覆われ、スイッチカバー８１から配線カバー８２を不正に分離する
ことができなくなる。
【００５２】
　そして、配線カバー８２の取付けが終了すると、スタートスイッチ５０のスイッチ接続
部５４、スイッチ接続部５４に接続されたハーネス７０のコネクタ７２ａ、ハーネス７０
の電気配線７１、中央表示基板６１の基板接続部６３、基板接続部６３に接続されたハー
ネス７０のコネクタ７２ｂは、図８に示すように、スイッチカバー８１及び配線カバー８
２によって覆われる。その結果、図３に示すハーネス７０のコネクタ７２ａ，７２ｂの抜
き差しができなくなり、スイッチ接続部５４、基板接続部６３、電気配線７１、及びコネ
クタ７２ａ，７２ｂに対して不正に手を加えることが不可能となる。
【００５３】
　ここで、スタートスイッチ５０の故障等の理由により、スイッチカバー８１及び配線カ
バー８２を正当に取り外す必要が生じることがある。この場合、キャップ８３の薄肉部８
３ｂを破壊等して変形させ、固定部８２ｅ（図３参照）を露出させた後、固定ネジ９２を
緩めて外せば良い。すると、中央表示カバー６２の嵌合凹部６２ａから配線カバー８２の
嵌合凸部８２ａが抜けるようになり、配線カバー８２が取り外せる。そして、配線カバー
８２を取り外せば、スイッチカバー８１も取り外せるようになる。
【００５４】
　また、キャップ８３の薄肉部８３ｂが変形しているか否かを見ることで、配線カバー８
２を取り外したか否かを確実に判別できる。すなわち、キャップ８３は、薄肉部８３ｂを
痕跡が残るように変形させない限り、固定部８２ｅ（図３参照）を露出させることができ
ないようになっている。そのため、薄肉部８３ｂにあるはずのない痕跡が確認されれば、
配線カバー８２が不正に取り外されたこととなる。
【００５５】
　このように、本実施形態のスロットマシン１０は、スイッチ接続部５４、ハーネス７０
（電気配線７１、コネクタ７２ａ，７２ｂ）、及び基板接続部６３がスイッチカバー８１
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や配線カバー８２によって覆われているので、これらに対して何らかの不正な操作をしよ
うとしても、スイッチカバー８１及び配線カバー８２により、不正な行為が効果的に防止
される。すなわち、スタートスイッチ５０からハーネス７０を引き抜き、不正な操作情報
をメイン制御手段に送信し、抽選のための乱数値を不正に取得する等の不正行為を防止で
きるようになる。
【００５６】
　また、キャップ８３を変形させることにより、スイッチカバー８１及び配線カバー８２
を取り外すと、キャップ８３に変形の痕跡が残るので、キャップ８３に不正が行われた場
合には、その不正を容易に発見できる。さらにまた、スイッチカバー８１及び配線カバー
８２の表面は、曲面で構成されており、刃物等のガイドになる部分がなく、刃物等で破断
された場合であっても、その痕跡が残りやすい形状となっているので、スイッチカバー８
１又は配線カバー８２を刃物等で直接破断する不正行為も防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の遊技機に相当するスロットマシンを示す前面側の斜視図である。
【図２】図１中、スロットマシンのフロントマスク部を開放し、基体部の内部が見えるよ
うに図示した正面図である。
【図３】スロットマシンのスタートスイッチの周辺部を示す断面図である。
【図４】スタートスイッチを示す斜視図である。
【図５】スタートスイッチを覆うスイッチカバーを示す斜視図、正面図、及び断面図であ
る。
【図６】スイッチカバーと固定する配線カバーを示す斜視図、正面図、及び断面図である
。
【図７】スイッチカバー及び配線カバーの取付け方法を示す斜視図である。
【図８】スイッチカバー及び配線カバーが取り付けられた状態を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００５８】
　１０　スロットマシン（遊技機）
　１１　基体部
　１２　フロントマスク部
　１３　透明窓
　２１ａ　バックランプ
　２１ｂ　上部ランプ
　２１ｃ　サイドランプ
　２２　スピーカー
　２３　画像表示装置
　３０　図柄変動表示装置
　３１　リール
　４１　ベットスイッチ
　４２　ストップスイッチ
　４３　メダル投入口
　４４　メダル受け皿
　４５　ドアキー
　５０　スタートスイッチ（操作スイッチ）
　５１　レバー
　５２　スイッチ本体
　５２ａ　ネジ部
　５２ｂ　フランジ部
　５３　レバーセンサー
　５４　スイッチ接続部
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　５５　ネジ
　６１　中央表示基板（基板）
　６２　中央表示カバー（基板カバー）
　６２ａ　嵌合凹部
　６２ｂ　差込み口
　６２ｃ　装着部
　６２ｄ　固定溝
　６３　基板接続部
　６４　キャップ
　６４ａ　嵌合突起
　７０　ハーネス
　７１　電気配線
　７２ａ，７２ｂ　コネクタ
　８１　スイッチカバー
　８１ａ　挿入口
　８１ｂ　開口部
　８１ｃ　ネジ穴
　８２　配線カバー
　８２ａ　嵌合凸部
　８２ｂ　オーバーラップ部
　８２ｃ　装着部
　８２ｄ　固定溝
　８２ｅ　固定部
　８３　キャップ（固定解除阻止部材）
　８３ａ　嵌合突起
　８３ｂ　薄肉部
　９１　六角ネジ
　９２　固定ネジ
　１０１　電源ユニット
　１０２　メダル払出し装置
　１０３　リールベース
　１０４　メイン制御基板
　１０５　基板ケース
　１０６　サブ制御基板
　１０７　メダルセレクター
　１０８　メダル返却路
　１０９　メダル誘導路
　１１０　ホッパータンク
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